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ビール祭り開催	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 今夏は連日猛暑日との付き合いを強いられ、加えてロン

ドン・オリンピックが慢性的な睡眠不足を招いて、体力

消耗が激しく、体調維持にご苦労された方も多かったの

ではないかと推測致します。しかし 9月の声を聞くと夏
バテを吹き飛ばそうと、東京・有楽町の「バーデンバー

デン」で『ビール祭り』が開催されました。会場が都心

の老舗ビアホールという珍しさもあってか、参加者は会

員とその友人を合わせ４０名にのぼり、店の中央部分を

我々が占める程の大盛況となりました。17：00 から宗
宮会長、臼井名誉会員のご挨拶、そして國枝理事の乾杯

の音頭で会がスタート。司会の西阪事務局長の大声も、

熱気に圧倒されかき消される程でした。ミュンヘン・ホ

ーフブロイハウスの樽生を傾けつつ、ドイツ料理に舌鼓

を打ち大いに歓談、時折、二宮理事のリードでドイツリ

ートの合唱を交えるなど、会は終始活気あふれるものと

なりました。午後 7時半すぎ橋口副会長の一本締めで解
散となりましたが、須古常任理事の計らいで、二次会が

「ゲルマニア」にセットされ、15名が再集合、生演奏と
歌と踊りでドイツを堪能することができました。参加者

の皆様、有難うございました。	
 	
 （理事	
 小野	
 浩）	
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 
 
 

第 17 回ドイツ軍人慰霊祭開催	
 
	
 	
 	
 

 

	
 	
 	
 「いちかわドイツデイ」に当会写真展出展 
前号の会報でご案内の通り､「いちかわドイツデイ」は炎

熱の 8 月 4 日､5 日同市ニッケ・コルトンプラザで開催さ

れ､当会は｢千葉県日独協会の活動｣と「ドイツと千葉県」

の写真展示を行った。市川市はドイツ・バイエルン州ロ

ーゼンハイム市と 2004 年にパートナーシティーに関す

る盟約書を交し､以来､青少年交流をはじめ､文化､教育､

学術､経済、観光と幅の広い交流を進めており､2010 年 5

月には市川市より 200 人の市民訪問団がローゼンハイム

市を訪問､日本文化紹介を行った。昨年はローゼンハイム

から 200 名の訪日が予定されていたが､大震災､原発事故

で延期され､今回の｢いちかわドイツデイ｣に規模は 24 名

と縮小されたが、バウアー市長が地元の吹奏楽団を含む

使節団を率いての来訪となった。	
 

当会の写真展示は会場入口近くのテントで行われ、5日にはローゼンハイム市ケネーダー文化部長も視察。

展示のテーマ「千葉県日独協会の活動」は慰霊祭をはじめとする 8 件､「ドイツと千葉県」は、千葉県と

デュッセルドルフ市の交流をはじめとする 8 件を紹介した(詳細次ページ)。ご覧いただいた会員の皆様に

はこの写真展にご意見を頂ければ幸いである。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 (副会長	
 橋口	
 昭八)	
 

	
 

	
 

 

 

 

乾杯の音頭の国枝氏。左側宗宮会長、臼井名誉会員 

右から須古、内藤、谷村の各氏。左手前は小野氏 

 

 

 



 

 

 

◎	
 その他	
 

	
 

＊「グリム国際シンポ」開催のお知らせ	
 
去る 5 月 11 日のドイツ旅行事前勉強会で「ドイツの

森・グリムの森」の演題でお話いただいた大野寿子

氏が中心となって、国際シンポジウム「グリム童

話 200 年のあゆみ－日本とドイツの架け橋とし

て－」が 10 月 20 日（土）に東洋大学(東京・白山)

「井上円了ホール」で開催されます。	
 

	
 

＊	
 千葉県日独協会ホーム・ページ目下制作

中	
 
次号「Die	
 Eiche」にて詳細をお知らせします。ホー

ムページ制作担当は宗宮会長、橋口副会長、須古正

恒常任理事、田中正延理事、二見理一理事。デザイ

ンと管理は専門業者にお願いしています。	
 

目下、ドイツ語版の制作をしていただける方を募集	
 

中です。我こそはと思われる方は是非ご協力下さい。	
 

また、会員の皆様のなかでインターネットの環境が

まだ整っていない方は、この機会に始めてみてはい

かがでしょうか。	
 

	
 

＊千葉県日独協会写真展	
 
展示テーマを２つに分けています。即ち、	
 

○「千葉県日独協会の活動」は、	
 

①慰霊祭､②講演会､③ドイツ文化勉強会､④日本文

化紹介､⑤学生交流支援､⑥ボトルシップ研究会､⑦

協会通信発行､⑧会員懇親会の８件	
 

○「ドイツと千葉県」は、	
 

①千葉県とデュッセルドルフ市の交流､②市川市と

ローゼンハイムの交流､③佐倉順天堂､千葉大学と

ドイツ医学､④御宿町五倫文庫と伊藤庸二のドイツ

との係り､⑤長南町｢あしたの国とシュタイナー学

園｣､⑥習志野市ドイツ兵俘虜収容所､⑦富津市日独

子ども家庭アカデミー､⑧麗澤大学､千葉大学とド

イツ諸大学との交流の８件	
 

を紹介しています。	
 

 
「いちかわドイツデー」における写真展 

 

         
 
 
 
 
 
 
 

－今後の主な催し物案内－ 
１．親睦日帰りバス旅行	
 
	
 日時：10 月 26 日(金)	
 

	
 	
 	
 	
 行先：房総半島	
 

	
 	
 集合：千葉駅前大通り	
 NTT 前	
 8：15	
 AM	
 

	
 	
 日程：8：30 発	
 東京ドイツ村(袖ヶ浦市)、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 行元寺(いすみ市)、昼食(割烹「かねな

か」、大原)、御宿歴史民族資料館(御

宿町)、あしたの国シュタイナー学園・

こども園(長南町)	
 	
 

	
 19：00	
 千葉帰着	
 

	
 	
 参加費：7,000 円(30 名、入場料、昼食を含む)	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 申込み：同封のはがきで 9 月 27 日（木）

必着。	
 

	
 	
 その他：詳細は別紙を参照して下さい。	
 

２．	
 秋の勉強会のお知らせ	
 
日時：10 月 4 日、11 日、25 日、11 月 8 日、

29 日（全て木曜日の 15：30～17：30）	
 

	
 	
 場所：船橋中央公民館	
 第２集会室	
 

	
 	
 講師：平尾浩三名誉会長	
 

	
 	
 教材：「中世の物語二編」(同学社、1,000 円

以内）	
 

	
 	
 参加費：3,500 円（非会員は 4,000 円）	
 

	
 	
 	
 	
 連絡先：住所、氏名を下記までご連絡下さい。	
 

澤井秀之	
 	
 

Tel&Fax	
 043－257－5002	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 E-mail	
 	
 yuki03@rk9.so-net.ne.jp	
 	
 

３．習志野ドイツフェア＆グルメフェスタ	
 
	
 	
 ～ドイツツーリズム 2012～	
 

（後援：当協会、ドイツ連邦共和国大使館、	
 

ドイツ観光局）	
 

	
 	
 	
 	
 日時：10 月 13 日(土)11:00～18:00	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 10 月 14 日(日)11:00～16:00	
 

	
 	
 場所：JR 津田沼駅南口・津田沼公園、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 モリシアセンターコート	
 

	
 	
 ◎当協会が『ドイツと千葉県＆習志野』など

の写真展を行う他、ドイツや国内ビールの

飲み比べ、合唱、ドイツ歌唱の演奏あり。

入場無料。会員の皆様のご来場をお待ちし

ております。	
 

４．第 11 回ボトルシップ研究会	
 
	
 	
 日時：10 月 20 日（土）15:30～17:30	
 
	
 場所：船橋市中央公民館	
 第５集会室	
 

	
 発表者・テーマ：未定	
 

参加希望者は、須古氏に連絡してください。	
 

	
 	
 電話：047-471-5946	
 

	
 	
 	
 メール：suko15921@nifty.com	
 

５．ドイツ軍人慰霊祭	
 
	
 	
 日時：11 月 18 日（日）11：00～12：00	
 

	
 	
 場所：船橋市営習志野霊園	
 

	
 	
 	
 	
 直会
なおらい

：12：15 より自衛隊構内にて	
 

	
 	
 会費：2,000 円	
 

	
 	
 詳細・申込み方法は次号でお知らせ致します。	
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